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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯機器などで使用するイヤホンであり、内側に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備
えた柔軟に動かすことの出来る左右２枚の収納バンドで構成される収束部を、イヤホンジ
ャックの基部を根元として立ち上げる形式で備えたことを特徴とするイヤホン。
【請求項２】
イヤホンを収束する収束部と、イヤホンジャックの基部と結合する結合部とが連結部で繋
がった、柔軟性のある素材でできたイヤホンコード絡み防止具であり、前記収束部は内側
に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備えた右収束バンドと左収束バンドから構成され、
前記結合部は接着剤を裏面に塗布された左右の結合バンドからなりたっていることを特徴
とするイヤホンコード絡み防止具。
【請求項３】
イヤホンを収束する収束部と、イヤホンジャックの基部と結合する結合部とが連結部で繋
がった、柔軟性のある素材でできたイヤホンコード絡み防止具であり、前記収束部は内側
に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備えた右収束バンドと左収束バンドから構成され、
前記結合部は伸縮性のある筒状結合バンドであることを特徴とするイヤホンコード絡み防
止具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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イヤホンコードの絡み防止に関する
【背景技術】
【０００２】
従来イヤホンコードの絡み防止を行う方法として、イヤホンとプラグ端子をまとめて固定
する方法が開示されている（例えば、特許文献１を参照。）。この方法はイヤホンとプラ
グ端子をまとめて固定することにおいて本願発明と類似する。
【０００３】
特許文献１ではクッリプを用いる点、プラグ端子を挿入していた携帯機器等から抜き取ら
れた状態でイヤホンコード絡み防止クリップにプラグ端子を挿入して固定される点、さら
に当該イヤホンコード絡み防止クリップは必要に応じて取り外したり、イヤホンコードに
移動させたりする点において本願発明と異なる。
【０００４】
本願発明ではその構造と柔軟な素材とにより、イヤホンジャックを携帯機器等に差し込ん
だままの状態であっても、抜き取った状態であってもイヤホンを収束することが可能であ
る点。また本願発明では、イヤホンジャックの基部を用いる点やイヤホンジャックの基部
との結合は結合部による接着もしくは伸縮素材による圧力により固定されている点におい
ても異なる。
【０００５】
特許文献２によると、イヤホンを収束することと、取着部を備えていることにおいて類似
する。
【０００６】
本願発明では、イヤホンの収束に関し、イヤホンコードを移動するスライダではなく、イ
ヤホンジャックの基部に備えた収束バンドで実施する点、結合はイヤホンジャックの基部
に対して固定的になされる点において異なる。
【０００７】
特許文献３によれば、ケーブルホルダーはステレオプラグ近接のステレオケーブルに移動
しないように取り付けられることと、当該ケーブルホルダーがモノラルケーブルを係止す
ることにおいて類似する。
【０００８】
本願発明は、帯状の形体である点、イヤホンとの結合はイヤホンジャックの基部において
行う点、イヤホンを収束するのに左右２枚の収束バンドを用いる点において異なる。
【０００９】
同じく特許文献３によれば、イヤホンの収束手段（スライダ）がステレオプラグのハウジ
ングを把持することにおいて本願特許と類似する。
【００１０】
本願発明はイヤホンの収束手段がスライダではなく収束部における収束バンドによって行
われる点、イヤホンジャックの基部に対する結合が当初より固定的になされている点にお
いて異なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００８－３０１４６１号公報（第１頁）
【特許文献２】特開２００９－２１２９１８号公報（第２頁、第７頁）
【特許文献３】特開２０１１－１３９４３５号公報（第７頁、第９頁）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
イヤホン付き携帯機器を、使用後にポケットや鞄にしまった時、イヤホンの先端が自由に
動くことにより、絡まったり、結んだりし、次に使用するときイヤホンをスムーズに取り
出せず難渋する。
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【００１３】
特にイヤホンがステレオタイプの時は左右２つのイヤホン先端が互いに自由に動くことに
より、複雑に絡まったり、結んだりし、次回の使用時には著しく難渋する。
【００１４】
イヤホンコードの絡み防止手法としてスライダと称してステレオイヤホンコードを内部で
貫通させて左右２つのイヤホンをまとめる手段が利用されている。しかし、１つにまとめ
られたイヤホンであっても、まとめられたイヤホンが１つの先端を形成するため、原理的
見れば１つの先端の自由な動きにより、スライダを用いても絡まったり、結んだりするこ
とを完全に防ぐことできない。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記問題を解決するために、請求項１の発明は、携帯機器などで使用するイヤホンであ
り、内側に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備えた柔軟に動かすことの出来る左右２枚
の収納バンドで構成される収束部を、イヤホンジャックの基部を根元として立ち上げる形
式で備えたことを要旨とする。
【００１６】
上記問題を解決するために、請求項２の発明は、イヤホンを収束する収束部と、イヤホン
ジャックの基部と結合する結合部とが連結部で繋がった、柔軟性のある素材でできたイヤ
ホンコード絡み防止具であり、前記収束部は内側に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備
えた右収束バンドと左収束バンドから構成され、前記結合部は接着剤を裏面に塗布された
左右の結合バンドからなりたっていることを要旨とする。
【００１７】
上記問題を解決するために、請求項３の発明は、イヤホンを収束する収束部と、イヤホン
ジャックの基部と結合する結合部とが連結部で繋がった、柔軟性のある素材でできたイヤ
ホンコード絡み防止具であり、前記収束部は内側に雌雄の面ファスナーをそれぞれ別に備
えた右収束バンドと左収束バンドから構成され、前記結合部は伸縮性のある筒状結合バン
ドであることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１８】
本願発明によれば、第一の効果として左右２つのイヤホンは収束部により１つにまとまり
、第二の効果としてそのまとまりがイヤホンジャックの基部に留め置かれることになる。
この第二の効果は左右の２つのイヤホンとイヤホンジャックが挿入されている携帯機器と
が１つに集合した状態を生じさせ、第三の効果としてイヤホンの先端の自由な動きを抑制
する。
【００１９】
そのため、第四の効果としてイヤホンコードは絡んだり、結んだりすることを原理的にも
実際的にも防止する。
【００２０】
その上、１つにまとまっている左右のイヤホンは携帯機器に挿入されているイヤホンジャ
ックに備えられた収束部で収束されているため次回携帯機器の使用時に携帯機器の本体に
近接する位置で容易に取り出すことができる。
【００２１】
また、本願発明は柔軟な帯状小片であり、その備え付け場所がイヤホンジャックの基部で
あるため、イヤホンの使用上の影響が殆どなく、またポケットや鞄の中で擦れ合うなどし
てもモニター装置携帯機器に外観損傷を与える余地が少ない。
【００２２】
尚、本願発明はスライダ形式の手段でまとめられたイヤホンであってもイヤホンジャック
上で留め置くことができるため、他の絡み防止の手段との併用が可能で、広い適用対象を
有する。
【図面の簡単な説明】
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【００２３】
【図１】コード絡み防止機構つきイヤホンの全体を示す図
【図２】コード絡み防止機構つきイヤホンの収束時の見取り図
【図３】コード絡み防止機構つきイヤホンの収束時の機構部分の断面図（図２中　Ｖ１－
Ｖ２の切断面）
【図４】イヤホンコード絡み防止具の側面図
【図５】イヤホンコード絡み防止具の構造を示す断面図（２枚の結合バンドを用いた場合
）
【図６】イヤホンコード絡み防止具の構造を示す断面図（筒状結合バンドを用いた場合）
【図７】イヤホンコード絡み防止具の収束時の断面図（２枚の結合バンドを用いた場合）
【図８】イヤホンコード絡み防止具の収束時の断面図（筒状結合バンドを用いた場合）
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
図１は、コード絡み防止機構つきイヤホンの全体図である。イヤホンジャック５１の基部
５０に収束部１０を備えている。収束部１０は柔軟性のある帯状の右収束バンド１１と左
収束バンド１２で構成されており、その裏面に雌雄別の面ファスナーが備え付けられてい
る。また収束部１０が開口し易いように、左右の収束バンド１１、１２を先端部分が相互
に重なり合わない形状にしてある。収束部１０はイヤホンジャックの基部５０とは、製造
時に接着、縫合などにより結合されている。
【００２５】
図２は、コード絡み防止機構つきイヤホンの収束時の見取り図である。携帯機器６０に差
し込まれているイヤホンジャックの基部５０から延びているイヤホンコード４０は左右２
つのイヤホン７０を備えている。イヤホンジャックの基部５０に備えられた右収束バンド
１１と左収束バンド１２からなる収束部１０は左右２つのイヤホン７０に接続しているイ
ヤホンコード４０の終端部分を収束してイヤホン７０を保持し、その自由な動きを抑制す
る。
【００２６】
図３は、コード絡み防止機構つきイヤホンの収束時の機構部分の断面図（図２中　Ｖ１－
Ｖ２の切断面）である。イヤホンジャックの基部５０に備えられた右収束バンド１１と左
収束バンド１２には、それぞれ裏面に雌型面ファスナー１３と雄型面ファスナー１４を底
部から少し間を空けた位置で備え付けてある。その底部の空間が左右２本のイヤホンケー
ブル４０を包み込んで収束するため、イヤホンケーブル４０は互いに擦れあい、また収束
ベルト１１、１２の内面と擦れあって前後に抜け落ちない状態で保持される。収束された
イヤホンケーブル４０の上部の位置で左右の収束バンド１１、１２の内側の雌雄の面ファ
スナー１３、１４はイヤホンケーブル４０を圧迫しながら接着される。
【００２７】
図４はイヤホンコード絡み防止具を示す側面図である。イヤホンコード絡み防止具は、そ
の上部に位置する収束部１０に柔軟性のある左右２枚の収束バンド１１、１２を有してお
り、収束部１０が開口し易いように、左右の収束バンド１１、１２を先端部分が相互に重
なり合わない形状にしてある。下部に位置する結合部２０はイヤホンジャック５１の基部
５０に固定されている。上部の収束部１０と下部の結合部２０は連結部３０で接着、縫合
などにより連結されている。
【００２８】
図５は２枚の結合バンドを用いたイヤホンコード絡み防止具の構造を示す断面図である。
イヤホンコード絡み防止具は、その上部に位置する収束部１０に柔軟性のある左右２枚の
収束バンド１１、１２を有し、それぞれの裏面に連結部３０から少し間を空けた位置から
雌雄の面ファスナー１３，１４を備え付けている。下部に位置する結合部２０には柔軟性
のある左右の結合バンド２１，２２を有し、その裏面には接着剤が塗布してある。上部の
収束部１０と下部の結合部２０は連結部３０で接着、縫合などにより連結されている。
【００２９】
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図６は筒状結合バンドを用いたイヤホンコード絡み防止具の構造を示す断面図である。イ
ヤホンコード絡み防止具は、上部に位置する収束部１０に柔軟性のある左右２枚の収束バ
ンド１１、１２を有し、それぞれの裏面に連結部３０から少し間を空けた位置から雌雄の
面ファスナー１３，１４を備え付けている。下部に位置する結合部２０は伸縮性のある筒
状結合バンド２３となっている。上部の収束部１０と下部の結合部２０は連結部３０で接
着、縫合などにより連結されている。
【００３０】
図７は２枚の結合バンドを用いたコード絡み防止具のイヤホンの収束時の断面図である。
イヤホンジャックの基部５０に備えられた右収束バンド１１と左収束バンド１２は、底部
の空間に左右２本のイヤホンケーブル４０を包み込んで収束するため、イヤホンケーブル
４０は互いに擦れあい、また収束ベルト１１、１２の内面と擦れあって前後に抜け落ちな
い状態で保持される。収束されたイヤホンケーブル４０の上部の位置で左右の収束バンド
１１、１２の内側の雌雄の面ファスナー１３、１４はイヤホンケーブル４０を圧迫しなが
ら接着される。連結部３０で収束部１０に繋がっている左右の結合バンド２１，２２はイ
ヤホンジャックの基部５１の外側を取り巻き、裏面に塗布された接着剤により基部５０上
で固定される。

 
【００３１】
図８は筒状結合バンドを用いたコード絡み防止具のイヤホンの収束時の断面図である。イ
ヤホンジャックの基部５０に備えられた右収束バンド１１と左収束バンド１２は、底部の
空間に左右２本のイヤホンケーブル４０を包み込んで収束するため、イヤホンケーブル４
０は互いに擦れあい、また収束ベルト１１、１２の内面と擦れあって前後に抜け落ちない
状態で保持される。収束されたイヤホンケーブル４０の上部の位置で左右の収束バンド１
１、１２の内側の雌雄の面ファスナー１３、１４はイヤホンケーブル４０を圧迫しながら
接着される。連結部３０で収束部１０に繋がっている筒状結合バンド２３はイヤホンジャ
ックの先端から挿入され、素材の持つ伸縮性で基部５０に外側から圧力をかけて基部５１
上で固定される。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
イヤホンジャックの基部にイヤホンの収束部を取り付けたイヤホンは、従来から流通して
いるスライダ方式に代わる手段、もしくは併用手段として、携帯型音楽プレーヤーやスマ
ートフォンなどに付属して提供することが可能である。
【００３３】
一方、イヤホンコード絡み防止具は使用中のイヤホンに対して取り付けることができる、
無理のない簡素な用具なので、特に、絡み防止機能のない数多くの使用中イヤホンを対象
に提供が可能である。
【符号の説明】
【００３４】
１０　収束部
１１　右収束バンド
１２　左収束バンド
１３　雌型面ファスナー
１４　雄型面ファスナー
２０　結合部
２１　右結合バンド
２２　左結合バンド
２３　筒状結合バンド
３０　連結部
４０　イヤホンコード
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５０　イヤホンジャック基部
５１　イヤホンジャック
６０　携帯機器
【要約】
【課題】コード絡み防止機能をイヤホンに実装する。
【解決手段】収束バンドでイヤホンを収束する収束部をイヤホンジャックの基部に備えた
ことを特徴とするイヤホン。イヤホンを収束する収束部と、イヤホンジャックの基部と結
合する結合部とが連結部で繋がった、柔軟性のある素材でできたイヤホンコード絡み防止
具。
【選択図】図２

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】
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              実開昭６０－１０３９８９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５５－０１８８２７（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｒ　　　１／１０　　　　
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